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T03a XMM-Newton衛星で観測された銀河団の鉄質量-銀河光度比
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銀河団の高温ガスはＸ線を放射しており、Ｘ線スペクトルからガスに含まれる重元素の量と分布を調べること
で銀河団の化学進化の歴史に迫ることができる。重元素の中でも鉄は Ia型と II型超新星の両方から生成されるた
め、その分布は銀河による星生成の歴史を反映し、銀河団ガスに含まれる鉄の質量と銀河光度の比は、銀河によ
る重元素合成史を探る重要な指標となる。
本研究では、XMM-Newton衛星で観測された 28個の銀河団について、鉄質量–銀河光度比 (IMLR)の分布を

中心から半径 0.2–0.5 r180まで求めた。各銀河団の鉄の半径分布はMatsushita (2011)の結果を用い、銀河光度に
はTwo Micron All Sky Surveyカタログの近赤外線光度を用いた。その結果、cD銀河を持つ銀河団の IMLRはす
べて中心から外側に向かって増加傾向を示した。0.2 r180での cD銀河を持つ銀河団の IMLR平均値は～3× 10−3

[M⊙/L⊙]となり、0.2 r180以内の値に比べて cD銀河を持つ/持たない銀河団での IMLR平均値の違いが 2割程度
と小さくなった。これより、0.2 r180より外側ではどの銀河団でも同様の化学進化を経て来たと考えられる。ま
た、cD銀河を持つ銀河団の銀河団ガスの平均温度と IMLRの関係は半径 0.1 r180以内で正の相関を示した。一
方、cD銀河周辺のアバンダンスの増加から計算される cD銀河が供給したと考えられる鉄質量と cD銀河の光度
の比をみても、銀河団ガスの平均温度との相関はみられなかった。我々はまた、ペルセウス座銀河団についてす
ざく衛星で観測された鉄の半径分布とガス質量の結果 (Simionescu+2011) の値を用いて中心から半径 0.9 r180に
及ぶ範囲までの IMLRの値を求めた。本講演では銀河団全体の IMLRと星の初期質量関数からの予想値 (Renzini
2005)の比較についても議論する。


